
仏に代わって祈りを聞く力ミガミ

-禅宗寺院における自力と他力､祈祷の構造-

大村　哲夫

キーワード　　祈祷､禅､自力､他力､曹洞宗､現世利益

はじめに

禅宗は､神仏の力を頼る他力宗と異なり､自ら坐禅などの修行を通して｢仏

-悟った人｣に近づこうとする自力志向の宗教である｡

この｢自力｣志向は､神仏に救済を求める｢他力｣志向の｢祈祷｣とは相容

れないところがあるが､実際には多くの禅宗寺院で｢祈祷｣が行われている｡

日本三大稲荷の一つの豊川稲荷や竜神信仰で知られる善宝寺など､禅宗に属す

る祈祷寺院は少なくない｡そこでは｢交通安全｣､ ｢家内安全｣､ ｢身体健全｣､ ｢商

売繁盛｣､ ｢学業成就｣､ ｢合格祈願｣､ ｢大漁祈願｣､ ｢五穀豊穣｣､ ｢病気平癒｣な

どさまざまな民衆の願いが祈られている｡

筆者は本稿で､日本最多の15,557ケ寺[文化庁　2005]を有する曹洞宗を対

象に､祈祷における自力修行と他力依頼の｢矛盾｣がどのように扱われてきた

のか検討した｡

その結果､

1.仏法興隆や衆生済度といった自力と矛盾しない｢公的な祈祷｣は仏祖が､

現世利益をもとめる他力志向の｢私的な祈祷｣は鎮守のカミが聞く､とい

う役割分担がみられること､

2.他力志向の祈祷の構造には仏､カミ､僧､祈願者の4者の相互関係がみ

られること､

などがわかった｡

以ド第1章では祈りと曹洞宗の祈祷について述べ､第2章では曹洞宗の｢両
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祖｣ (道元･紹理)の祈祷を比較して､曹洞宗の祈祷の元型と祈祷の対象にな

るカミガミについて検討し､第3章では祈祷の構造について述べ､終章では総

括と課題を示した｡

なお本稿では､酎同宗の教義卜の本尊である釈迦とその後継者を｢仏｣ ･ ｢仏

祖｣､それ以外の神を｢カミ｣として表記したo　後述するように祈祷の場では､

仏･菩薩･祖師のほか本来仏教とは出自の違うさまざまな神々が祈願対象とさ

れているからである｡

第1章　祈りと曹洞宗の祈祷

第1節｢祈り｣と｢祈祷｣

｢祈り｣を定義して大峯は､ ｢人間と神との内面的交通､牲ける人格的接

触､対話である｣ [大峯顕1973:31]としている｡また｢祈祷｣について

は､ ｢神仏などの崇拝対象に祈ることで種々の願いの成就を斯する行為｣ [長

谷部八朗1999:471 (上)]と定義されている｡

ハイラー(Heiler, F.)は､ ｢祈り｣を神秘iT_義的形態と預言者宗教におけ

るものとに分けられる[大峯1973:31]としたが､これによると曹洞禅に

おける祈祷は､仏やカミなどの人格神に加護･恩寵･救いをもとめるなどか

ら概ね後者に該当するといえる｡しかしここで挙げた｢祈り｣と｢祈棒｣と

では､人間と神との関係が異なっている｡キリスト教などにおける｢祈り｣

では､神と人との｢交通｣､ ｢対話｣が強調される｡それに対して酎同禅の｢祈

祷｣では､神仏との交流･対話という相互通行的で継続的な行為は少なく､

むしろ呪文化した経呪と定型化された祈りの文言(回向文)を､祈願者(ま

たはその代理人の僧)がカミに対して捧げることが特徴的である｡現世利益

願望を期待し､呪術的な装いを持つと言う点で, ｢祈り｣のより原初形態を

示しているとも言えるが､祈願が祈祷儀礼という洗練した形を採ることから､

｢祈り｣が発展して形式化したのだとも言えるだろう｡

本稿では､曹洞禅の｢祈祷｣を広義の｢祈り｣の･形態として｢神仏に対

する祈りの中､公私の願いの成就を期する行為で､より硯Itt利益的傾IflJをも
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つもの｣と仮定し､論を進めていくことにしたい｡

第2節　曹洞宗における祈祷

曹洞宗では宗祖道元(1200-1253)を｢高祖｣､その3代後で曹洞宗発展

の基礎をつくった紹撞(登山と号す､ 1268-1325)を｢太祖｣と呼び､本尊

釈迦牟尼仏と併せて｢-仏両祝｣と呼び信仰の対象としている｡この両祖に

よる祈祷をそれぞれ検討することで､曹洞宗における祈祷の成立と発展､そ

の位置づけ･意味を示すことにする｡

曹洞宗の『教化研修』において､峰岸秀哉は両祖の祈祷について次のよう

に述べている｡

道元禅師(1200-1253)の仏法は､純粋な出家道であって､いささか

も世俗性を含んではいない｡ 〔-〕ゆえに道元禅師には､一般民衆の求

めに応じて視程祈祷するようなことは無かった｡

ところが登り｣禅師(1268-1325)になると､ ｢登山清規｣にみる如く､

出家道を中心としながらも外護檀信に対する報恩のために福祉の祈祷が

行なわれ､いわば出家道と在家を対象とする世俗性とを兼ねることに

なったのである｡　　　　　　　　　　　　　　　[峰岸1973:46]

その結果､紹理門下は庶民の支持を受け､全凶に展開し｢宗門は興の一路

をたどった｣ [同:51]｡そしてその｢祈祷的要素は､寺門興隆発展のための､

-つの方便施設であったとみるべき｣ [同:51]としている｡この峰岸の見

解は､曹洞宗における両祖の祈祷についての一般的な見方を示している｡し

かし｢祈祷｣とは､単なる｢寺門興隆のための､ -一つの方便施策｣に過ぎな

いのだろうか?

本稿では道元の祈祷と紹雄の祈祷について､まず両祖の寺院における修行

規則である｢清規｣を中心に検討し､それぞれの祈祷の実態と展開をみるこ

とにする｡また近現代の祈祷寺院の実態に即して､その祈祷の構造について
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考察することによって､曹洞宗における自力修行と他力依頼の祈祷との整合

性について明らかにしていきたい｡

第2章｢両祖｣の祈祷とその後

第1節　道元の祈祷

道元は､ 『永平寺住侶利親』 (1249)で｢応停止諸方護持僧参勤事｣と､他

へ赴いての加持祈祷を禁止している｡しかし道元は祈祷を全く行わなかった

わけではない｡

道元撰述の修行規則を集めた『永平元禅師清規』では､その中に収録され

た『典庫教訓』 (1237撰)に｢竃公楓経｣､ 『知事清規』 (1246撰)に｢竃公説

経｣､ ｢三八念涌｣､ ｢龍天･土地への回向｣などが見える｡また道元のrL.堂(読

法)記録である『永平広録』には､天候の恢復を祈る｢祈晴｣を行ったこと

がわかる｡ 『lE法眼蔵』看経の巻には｢聖節の看経｣ ､ ｢施主人山請大衆看経｣

の記載がある｡この他､修行途中で死亡した修行僧や､仏忌､道元自身や会

卜の修行僧の師や親を追善する忌日に上堂説法も行っている｡これらのうち

神仏に祈願するという｢祈祷｣の要素が強いと思われる｢竃公訊経｣､ ｢ I.A

念謡｣､ ｢龍夫･ L地-の回目EIJ｣､ ｢祈晴｣､ ｢聖節看経｣､ ｢施tF.入山請人衆看経｣

などについて原典より引用すると以下の通りである｡

表1　道元の祈祷

祈祷 亢i9�>�vR�祈祷対象 �%3ﾖ����ｲ�

竜公 ���¥I��Jﾘ鳧ﾗ8ﾞh休ﾆ�%8��┼{8ﾏf�ｨ��ﾋ杏�ｩ�JB�十万三t虻一切諸仏 乘hﾏi��?�Hv宙懌�

楓経 ��ｧ俎4鳴(�ｳ�Hｾ�ﾘIL｣､ｧBｶ唔X�nVﾈv�{面I/(ﾋVﾆｦ��I�ﾂ�(価) 舶VｪH�d����ﾂ�

悲njt､金光明空品､永嘉証道歌､大潟警策､ 傚I�運ﾈ臺h�ﾓｨ憙臙�などを期待) 

::_祖イf.-心銘等也○随宜両親経oln=lnl竃公也o 忠�ﾒ��

桓‖E.)云､卜来謝絶某緯o又云I-_来楓緯功徳､ 冑�靄Lｨ��FyxYj��

rli1向当日J竃公真字､遵法安人者､J.jJ-_7_Lu- 忠���
-切諸仏､諸尊菩薩摩liPJ薩､摩榊般若波羅 抽)z･�ｩ_:2��

'&'to(『知事清規』) 

_--:ノし ��y&ﾘ馮F俟ﾘｴｸ��,冖ﾈ�,ﾈ-ﾘｴﾈﾝｦ��清浄法身毘)慮舎那 几9�ZB�

念滴 忠?�D�4ｘ�?�馭ﾙ?��?��?���(ﾖ9Yr�価 偖ﾉ&����

永扇帝追越昌○仏日増輝法輪常転o伽虐!三十 免ﾆｩi鞏y�t俾ﾙ,y=�.��
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地諸法安人､十方施i:.増幅増慧､為如上縁 ��yU8壓峪�x煇晞kB� 

念清浄法身等D云云o｣(『禅苑清規』) 免IZr�

(八念涌)初八.寸リい~二十八念､｢山人 �9ix�ｩ�Ynﾘｼ笋ﾒ饂r�

衆如来大師入般混柴､至今皇火元符二年■己 綴壷iﾈ蕀�(自�瓜r�

得二千凹-上し隼OLl後随年増之○足臼己過､ ��Y-井�h鈺蹣y���vﾘ臙�

命亦随減､如少水魚､斯冶イ可楽､衆等当勤 ��X�iX�ﾊｸ丨臙�
精進如政頭燃､仙念無常慎勿放逸o伽藍土 ��ﾉM���(專ｦb�臙�
地護法安人､1.-万施主増福増慧､為如上縁 傚I�運ﾈ臺h�:(臙�
念清浄法身等○云云o｣(『禅苑清舶』) 冑��靱ｨﾄ颶x沙j���(�Zykﾊ2��

(周頭 俤ﾘﾝ���*儁8鵫軽~yG�D�+#���ﾏﾉ{I5i7�&踉� 几8ﾊ*B�

念誠) 宙�y&ﾘ駟�Hｴｸ�ｒ�偖ﾉ&����

祈晴 刔､ｦｨ��Hｴi���ﾕ�;�Hｸ颯靺�D鶇�廩�7鵤�釈迦､ ��

天下降雨､昼夜不息､百姓憂愁､_了一二穀不登o 

今永平長老､為済雄川士之憂愁､挙先帥大 
壌住晴t;即J=祈晴_卜瀧､亦以祈晴o所以者何､ 

仏法如不加入天下,:若為､人衆還委悉永:､ド意 冢ﾘｴⅲ�

行燈o先師末_1._覚時､諸仏諸祖未曾上堂､ 豫�/2�

先師上堂時､二世諸仏.六代祖師､一切鼻 
礼.烏筒眼暗､同時_L覚○イこ得一刻先､イく 

得半刻後也○永平今口上堂､亦復加速○良 
久云､一一-滴イ二一日.1FhJA滴:--:滴､通過雄勝 

連朝干夕､変作傍柁勿奈何､ll_1河大地涼風 

波o打噴噴一一一卜云､総小出納僧噴噴一一一激､ 

直得雲間u山○挙払了-云､大衆lf.J着装右､ 

朗朗暗平谷八梅､T,:還依lu､水漉漉､伸家 

瓢堕羅剰国o稽自▲釈迦､南無弥軌､能救世 
間苦､観音妙智ノJoP出o(『永-1'..広録』379) 

聖節 兒y6�,�*�*(,I��&�,ﾈ悩��� ��

看緯 宙�y�9d�ｮ���悩��ｒ�

施主 兒y6�,�*�*(,H悩z��ｵ�?��;��ｲ� ��

人山 倡ｷ��ｷ鞴�,ﾈｮ�*(,弌�ﾏﾆ��

請大 衆看 経 宙�y�9d�ｮ���嚢ﾆ��ｒ�

(道元の祈祷:作表　人相哲夫)

これらの祈祷について､略説すると以下のようになる｡

第1項　竜公視程

いわゆる竃の神に対する祈祷である｡禅院では食事を司ることは､重要な

職とされている[道元1667 『典座教訓』]｡その担当者は調理に際して適宜
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の経呪を読諭し､その功徳を竜神にめぐらし火防と護法安人を祈願するoこ

の祈祷は末の僧院で行われていたものを道元が将来したものである0

第2項　二八念諭

毎月3のつく口である3､ 13､ 23E]､および8のつくt]8､ 18､ 28日に僧

堂で十の仏名を唱えて祈る○龍衆･天衆やⅠ地神といわれる護法のカミガミ

に称名の功徳を回向して､国家､仏法の興隆と､難道修行の成就､仏法を外

語する人たちへの増福増慧を願うものであZ,Jo宋からの将来である0

第3項　固頭念涌

僧侶の食事の材料を作る菜園において､重要な仕事とされた担当者(園頭)

が行う祈祷である.圃場で朝晩念言雨を行いその功徳を龍夫･土地柳こめぐら

す｡

第4項　祈晴

道元.0)時代は坐禅と共に住職による｢上堂｣が修行の中心であった｡上堂

とは禅院の講堂である法堂において､当代の仏である住職が須弥壇に登壇し

て修行僧に行う説法である○この道元の上堂記録が『永平広録』であり､そ

の中に略-一所晴が見られる○多雨によって作物が稔らず百姓が困っているた

め､道元の師である如浄(宋僧1163-1228)の前例に倣って祈晴を行った

というのである｡特別の祭壇を設け儀礼を行うのではなく､析晴に因んだ説

法を行いその最後に釈迦､弥勤､観音に晴夫を祈っている｡

第5項　聖節看経

皇帝の誕生日に聖寿無虎を祈る看経である｡

第6項　施主入山請大衆看経

修行道場に寄附を行った俗人のために看経して､その施主の願い(多くは

先亡)に功徳を回らすもの○いわゆる｢祈祷｣に一一番近いo

これらの道元の行った祈祷の例から言えることは､道元の祈祷は｢私的な

祈祷｣は少なく､国家､仏法､施主一般､衆生の安穏､修行僧の仏道精進･

塀(弁)道無難を祈るという自力修行を支えるための｢公的な祈祷｣が中心

-30-



であった､ということである｡

そして祈りを捧げる対象は､仏(｢十仏名｣)や､仏法僧の三宝(｢略三宝｣)

など仏祖などであり､その功徳力を祈願成就の対象や､護法の龍夫･土地神

などに回らす､という構造をとっている｡

第2節　紹理の祈祷

さて道元と比較して変化が生じたとされる紹理の｢祈祷｣はどうであった

ろうか｡

紹理の定めた禅院の規則である『登山清規』には｢祝聖視程｣をはじめ多

くの祈祷とその回向が記載されている｡主だったものだけでも附録に示した

ように道元に数倍し､日常の行事として祈祷が行われていたことがわかる｡

藤井正雄は､ ｢道元の没後､徹通義介を経て豊山紹理に至ると法要儀式が整

備されて､猟経祈祷が増大して甚だしく密教化して｣ [藤井1993:273]き

たと指摘している｡

筆者は､紹壇の祈祷がどのような神仏を対象に祈られたのか､に注目した｡

すなわち禅では釈迦またはその後継者である達磨などの祖師の言動に学び､

敬意を表してこれに礼拝を行っている｡道元の場合前節で見たように仏祖に

祈祷を行い､その功徳を祈願成就の対象や竃公･土地神･龍夫という護法の

カミに回らしていた｡紹壇でも同様の構造が見られるのであろうか?

結論からいうとそのような例は｢仏忌｣などのケースに限定され､多くの

祈祷では仏祖以外のさまざまなカミガミを対象に祈りが行われていた｡

一一例を挙げると紹壇は､ ｢大般若経結願疏｣において大般若経の功徳を､

以下のように回らしている｡←

般若十六会の一切三宝･極安楽世界等の十方三宝･本尊界会観自在尊･

二十八部衆､拝に信心の施主某甲及び子息某甲等の本命元辰･一切の星

宿･十六善神等､護法の竜天･三界の寓霊･天神地祇･六十余州三千余座

の神祇･当道前後の鎮守･仏法大統領白山妙理大権硯･当国の応硯某明
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神･当荘の総社別社部類脊属ないし守宮!､1:道神等にl亜け｡おのおの威光

を増加し､衆生を利済して､人道せしむる者なり｡

[『登山禅師清規』原漢文附録参照]

すなわち｢釈迦が般若経を説いた法会に集まった仏法僧の三宝､梅楽の三

Ji::､観音などの仏菩薩に加え､二卜八郎の大部衆､外護者である施主および

その子息の運命を司る｢文の星､全ての星々､般若経を受持し読言肩する人を

守護する十六の護法の夜叉､護法の龍衆･大衆､欲界･色界･無色界の_:.罪

全ての精霊､日本の大つ神､国つ神､日本六卜余州三千余塵に鎮座する神々､

当道周辺の鎮守の神､仏法人統領である白山妙理人権現､当国に出現した明

神､当地域の総社や別社･あらゆる神々･産土神や讃法の神々に､大般若経

典読誠の功徳を廻らし､その功徳によって神仏の威光が増加され､その神仏

が衆生を救う｣という構造が見られる｡

紹輔の祈祷で祈られる神仏は､宋の禅林で行われていた小国やインド由来

のカミガミに加えて､日本在来の多くのカミガミが対象とされていることが

分かる｡このように祈祷の対象に円本在米の神祇を取込むことは､曹洞宗に

限らず鎌倉期の臨済宗においても見ることができる[原H正俊1999]｡

道元は､米朝の禅院で行われていた祈祷の中から､自身の修行観に合う祈

祷を精選して将来したと推測されるが､紹増は師である義仲(道元･傾柴の

恥7･1219-1309)が人宋将来した各種祈祷に､日本のカミガミを積極的に採

入れている｡そして祈祷の内容も､道元が山家者の塀迫増進が主であったの

に対して､外護者(檀越) -功徳を廻らすものが増えている｡このことは紹

理が俗人教化に熱心であったと仕えられていることにも符合するo

さらに元から『禅苑清規』に代わって『勅修百丈清規』 (1338)が導入さ

れると､禅宗寺院において祈祷-の傾斜がますます強まり､その結果｢禅僧

を権力者の封間化するとともに､他面禅寺を祈祷道場化｣[圭室諦成1964 :

51]したといわれる｡確かにこの時代､元の人蒐(1274､ 1281)を機に幕府
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より各寺院に怨敵降伏の祈祷が命ぜられている｡そして祈祷が禅院の日常行

事化していくと共に､入宋人元の経験があるなどの知識層である禅僧が権ノJ

者によって請を受けている｡道元や紹理も北棟氏や天皇から召されているが､

｢酎開化｣と言うよりむしろ禅僧が臨済の鎌倉五山､京都五山の例に且られ

るように､権力者の｢政治顧問｣化していったと見る方がより適切であると

思われる｡

第3節　｢神人教化｣と｢国譲り｣

紹鐘の祈祷に現れる口本のカミガミは､どのようにして曹洞禅の祈祷に摂

取されていったのだろうか?

中世の神仏のコスモロジーについては､ 1･界論と須弥山説を中核とする仏

教的世界観に基づいており､その中に日本の神が位置づけられていた[佐藤

弘夫1995]｡日本の神は仏教の仏たちとの閥に本地垂連の関係を結び､ ｢救

う神｣としての仏と｢怒る神｣としての神祇という役割分担をとおして､安

定した地位を占めることが叶能となった[佐藤1995]と論ぜられている｡

このように神仏が星茶羅のように布置された日本の中世世界に､新たに将来

された禅宗が参入し､徐々に堅固な顕密体制を蚕食していったのである｡曹

洞禅の教線拡大に伴って､禅宗の信仰体系の中に在来のカミガミが取込まれ

た構造が､いわゆる｢神人教化｣である｡このことについて松井昭典は､次

のように述べている｡

禅僧の偉大さを知らしめる為にその地方固有の土俗信仰に附会して､ I二

俗神が参禅帰依､或は悪龍鬼神･怨霊が禅僧の走力によって鎮められるな

ど､所謂神人教化〔-･〕　　　　　　　　[松井昭典1969 : 792]

現在｢祈棒寺院｣として知られる寺院の神々は､このよう_な神人教化の縁

起をもつものが多い｡例えば山形県鶴岡の善宝寺の縁起等では､概ね次のよ

うに伝えられている[阿部友紀　2005]｡
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1･平安時代:竜華寺の開山妙達上人が法華経を読詣していると龍が出現し

て聴聞していた｡

2･鎌倉時代:紹壇の弟子で総持寺二世の峨山紹碩が竜華寺で龍に出会い仏

戒を授けた｡

3･室町時代:峨山紹碩の法孫､太年浄椿が竜華寺を復興｡龍揮山善宝寺と

称す｡出現した龍王と龍女に戒脈伝授｡龍王龍女は護法と祈願者の諸願成

就を誓う｡

竜華寺開山の妙達上人は､説話集などにも登場する高僧であり､峨山紹碩

は紹壇の高足で多くの弟子を育てた人物である｡この門下が多く東北地方の

教化を図っている｡太年浄椿は実質的な善宝寺の開山であるといえる0

このように縁起は､ ｢歴史的に高名な僧に土地のカミが帰依し仏教の教え

を授けられ､その見返りに寺院の守護と信者の諸願成就を誓う｣という構造

を採っている｡つまり｢神人教化｣は古代の｢国譲り｣などと同じ構造を持

つo曹洞宗の拡大によって生じたであろう地元のカミ(そしてそれを護持す

る人々)との確執を｢神人教化｣という伝説で解消したのである｡換言すれ

ば地方の信仰世界において､禅宗の仏祖が在来のカミを取込むという形で､

権力の移譲とその包括化が行われたといえる｡

また｢神人教化｣による土俗のカミの取込みは､同時にそれまでのカミと

民衆との間の祈祷を通した関係をも取込むことになった｡このことは曹洞宗

寺院において従来の出家修行者による｢自力救済｣中心から､在俗庶民の現

世利益願望に対する｢他力救済｣ -開かれる､という教化方針の拡大をもた

らしたoすなわち道元の｢公的な祈祷｣主体から､紹理の現世利益を願う｢私

的な祈祷｣主体へと､祈祷の質が変化したのである｡そしてこの他力救済へ

の道が開かれ､ ｢祈祷｣が儀礼として体系化されたことが､ ｢曹洞土民｣と言

われるほどの庶民教化を達成することを可能にしたと考えられる｡このこと

は紹理の弟子峨山紹碩の門下が全国展開をして曹洞の法門を拡げ､紹理が開

山､峨山紹碩が二世をつとめた総持寺の末流が現在の曹洞宗寺院の98%にも
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及んでいることからもわかる｡

第4節　祈祷寺院で祈られるカミガミ

寺院をその護持形態によって分類すると｢祈祷寺院｣､ ｢回向寺｣､ ｢供養寺｣

がある｡ここでいう｢祈祷寺院｣とは､檀家によって護持される｢回向寺｣

や｢供養寺｣と異なり､主に信徒によって護持されている寺[長谷部1999]

である｡

｢祈祷寺院｣では､実際にどのようなカミに祈りを捧げているのだろうか?

以卜に祈祷で知られる主な曹洞宗寺院と祈祷の対象になっているカミを挙げる｡

表2　祈祷寺院と祈られるカミガミ

-:,.jJ.院名 傀ｨﾝﾙ&��祈樽対象のカミ 亢i9�>�vR�その他 

A:.揺:ilJJ=(恐山) ��)�位x岔fｲ�｢延命地蔵菩薩｣ �����ﾈ���死者供養の霊場､ 湯治 

善宝寺 免ﾆﾈﾆ�ﾊy-�｢�｢竜神.竜女｣ �?ﾈｹ亢hｮ芥､2��8���99��東の金比羅さん 民間祈祷師の守り 神 

迦葉IIJ竜華院 弥助--:1-: 佛�F靆x��62�｢中峰人薩(中峰 韓)｣開山の弟子○ 迦菜尊者の化身o 天狗 �����ﾈ��� 

高岩寺 �8ﾈｹ�79�8ｩｲ�1.｢延命地蔵尊｣ ���,h+�K(*ｲ� 

(とげ抜き地蔵) �2.｢洗い観音｣ 僵(ｾ｢�"餬�ｴ9[ﾙoﾂ�

最釆寺 ���=��ﾈﾊy�ｹ[��｢道了大薩唾(追 了大権現)｣開山 の弟子〇十一面観 音の化身o烏天狗○ �����ﾈ��� 

総持寺 ���=��ﾈﾊy-���｢二:七大荒神｣ �����ﾈ���憺f�� 

可睡斎 ��8圷ﾊy�ﾈ撮�｢秋葉三尺坊人権 規｣観音人十の化 身○迦楼羅身(良 大狗)○ �餾｢��ｮ��ﾈ��� 

妙厳寺 (豊川稲荷) �I&ﾘﾊydﾉ�ﾂ�豊川ダキニ貞夫 傅IHIL��r�､ｨ戊燁Y��日本三大稲荷 

(禅学人辞典､各寺HPなどより人相哲夫　作表)
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この内､善'L.:寺､最乗寺､妙厳寺は｢洞上二人祈祷道場｣と呼ばれている｡

祈祷寺院でも本尊として稚られているのは多く釈迦や祖師であるが､参拝

者はそのことに関心を持たない｡しかしその本尊や祖師に帰依して護法･鎮

守･衆生済度を誓ったカミガミは多くの信者を集めている｡

1980年代に曹洞宗で実施された面接法による実態調査では､曹洞宗の檀家

のうち10.1%しか本尊を知らないという結果が報告されている｡曹洞宗の二

大本山である永平寺､総持寺の開山についても知っていると答えたのは7.3%

である[曹洞宗宗務庁1984]｡曹洞宗の信仰の対象は､釈迦と遺jJt;･紹壇

の二開山の｢ ･仏画祖｣であるが､檀信徒にはほとんど知られていないといっ

てよい｡この事尖から敷桁して考えれば､祈祷に訪れる信者たちが､祈祷寺

院の本尊や宗旨を知らないことはむしろ当然かも知れない｡信者にとって本

尊が誰かということより､願い事を叶えてくれるカミガミが重要だと言えよ

う｡

第3章　祈祷の構造一二者関係から四者関係へ

一般に祈願というと｢祈願者がカミに願いごとをする｣､という｢二者関係｣

が考えられるが､禅院での祈祷ではそれだけではない｡すなわち仏法興隆など

の｢公的な祈祷｣では､本尊釈迦牟尼仏に直接祈願する｢二者関係｣であるが､

自力の枠から逸脱する｢私的な祈祷｣は､仏祖ではない他のカミガミに祈る｢四

者関係｣となっている｡

後者の他のカミガミを対象にした祈祷過程を箇条書きにして例を挙げると､

以卜のとおりである｡ (具体例は総持寺祖院における荒神祈祷の場合を示した

が､他の場合もほぼ同様である)

0.禅の高僧に神通力を持ったカミが弟子入りし､仏の教えを授けられ､そ

の代わりに仏法擁護と信者の請願成就を誓う｡

｢僧　-　カミ]､ [カミ　-　僧･信者]､

例:総持寺では相模から三代目の太源宗真の時､池(也)中からL~三宝大荒
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神が出現して護法を誓った｡三宝荒神は日本独自のカミで､三血八哲､

憤怒相であるなどその姿は修験系の蔵L権現などに似る｡

1.願いのある人(祈願者)が､修行を積んで｢験力｣をもつとされる僧侶

に祈祷を依頼する｡

[祈願者　一　個]

また祈願者は､供物を整え依頼するカミに捧げるo

[祈僻者　-　カミ]

例:祈願者は受付で祈祷を申込む｡祈願者の氏名､年齢､住所､祈願の内

容等を書く｡また特に_三宝荒神に酒(一升瓶)を供える人もいる｡

2.願いを受けた僧侶が経呪を読言由する｡

[僧　-　仏]

例:色衣を着用し金欄衣を措けるなど普段より派手に装った導師と黒衣の

修行僧が､三賓荒神殿で祈祷を行う｡祈祷の場合は般若心経を祈祷太鼓

(通常木魚)で読み､数回繰り返すなど､通常の読経より迫力のある読

経をする｡導師は理趣分といわれる大般若経の第578巻などを真読する｡

3.仏の言葉である経呪は霊力があると信じられるので､これを読諭した僧

侶は功徳を受ける｡

[仏　-　僧]

4.僧はこの功徳を､護法を誓約したカミガミに向け(回向)､供養し､祈

願者の願いを伝える｡

[僧　-　カミ]

例: ｢神功晴々として､聖徳打刑召たり､およそ棒祈あればかならず感応を

こうむる｡ 〔-〕集むる所の功徳は､三宝大荒神に祝献し奉り〔-〕､巽

う所は〔祈願内容〕｣ (回向文)

5.回向によって功徳を得たカミガミが､祈願者の願いを聞く｡

[カミ　-　祈願者]
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仏と僧､カミ､祈願者の四者関係となっており､これを図示すると以下

のようになる｡

∴∴

図の川者を表す円のL下の付帯関係は､
｣に行くほど高いレベルのノ｣を有してい

る｡

･'i'宙の兵理を悟った｢仏｣は､ ｡fり

知れない力をもっている｡
･釈迦と同様の修行をしで悟りを得た

｢僧｣は仏に準ずる験力をもち､ I

地の｢カミ｣を凌ぐノ)をもつo
･ ｢僧｣は｢仏｣と順行に山来する)J

を行使し､ ｢カミ｣にその功徳を振

り向けることができる｡
･ ｢カミ｣はその功徳を受け､ ｢僧｣

の依頼を聞き､ ｢祈願者｣の願いを

rlILJlこ

図1祈祷の四者関係(作図　大村哲夫)

おわりに

道元は､人宋偏参の経験から坐禅を中心とした自力の修行法を日本にもたら

した｡道元の修行の中で行われる祈祷は､修行僧の難道増進や､仏法興隆､国

家の安寧など自力修行を助ける｢公的な祈祷｣が中心であり､釈迦へ祈願をし､

仏法を助けるカミガミもこの公的な祈祷を援助するという構造をとった｡

その後道元の後継者達は､出家修行者だけでなく在俗の外護者との関係を深

めた結果､彼等の願いに応じて他力志向の｢私的な祈祷｣を増やし､密教系の

祈祷作法を取込んでいった｡祈祷の対象は仏や祖師へl自二接ではなく､仏法に帰

依したカミガミに祈願する構造がとられた｡祈られるカミはインド由来の古く

から仏教に採入れられたカミガミだけではなく､申凶や日本土着のカミガミも

対象となった｡本地垂連や神人教化の過程を経て､稲荷や天狗などの卜着のカ

ミは､中世仏教コスモロジーに位置づけられていった｡

この仏とカミの役割分担については､ ｢仏は救い､神は罰する｣という見方

が中世人の通念になっていたと佐藤弘夫[1995]は述べている｡佐藤は､ ｢他
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界にあって来世､次世の救済を事とする仏を(救う神)､此土にあって賞罰を

司る神仏を(怒る神)｣ [佐藤1995: 9]として両者の役割分担について指摘

している｡筆者はこの(怒る神)の機能に､ ｢祈りを聞く｣という機能を追加

し(怒り､そして祈りを聞く力ミ)としたい｡そして近世以降になると､仏の

機能である｢救い｣のうち｢私的な｣救済は､むしろ佐藤の言う(怒る神)の

主たる機能となって､ (祈りを聞く力ミ)と変質し､より救済に専門化された

ようにみえる｡しかしこのことについてはさらに検討を加える必要がある｡

そして祈祷の積極的な導入と軌を一にして､曹洞宗の教線は飛躍的に日本全

国に拡大し､日本最大級の教団となって現在に至っているのである｡

｢祈祷｣に対する評価は､道元のいわゆる只管打坐の変質として､従来消極

的な評価がされていた[圭室1969ほか]｡しかし筆者は自力志向の仏祖の他

に､その弟子として衆生救済を誓ったカミガミへの｢祈祷｣という構造を採用

することによって､ ｢自力｣と｢他力｣の矛盾を解消し､自力他力それぞれの

在り方を併存させた発想にむしろ注目している｡筆者はそこに｢仏｣と｢カミ｣

が､仏教的コスモロジーの中で相互に深い関わりを持ちながら一定の独立性を

保つ､中世の宗教世界と共通するものを見る｡

またこのような祈祷の構造は､布教と寺院経常の基盤確立を図る宗教者側が

一一一方的に仕掛けたというより､現実的な救いを求める民衆の信仰のエネルギー

とが相侯って作り出されたものであろうと筆者は考えている｡

南北朝から室町､戦国､織豊､徳川､明治維新､そして第二次大戦とその敗

戦へと続く長い歴史の中で､度重なる社会制度の変革があった｡これらの激動

の世を経て､現代なお多くの祈棒寺院が民衆の信仰を集めていることは､民衆

の禅宗寺院に寄せる強い現世利益願望の証左であるといえる｡換言すれば自力

救済の象徴である仏と､民衆の願いを開く他力の救済者としてのカミガミの共

存に､中世以来今日に至る禅宗寺院の｢自利･利他｣という宗教的社会的役割

が象徴されているのではないだろうか｡

あたかも父権的権威的な｢神｣に代わって､キリストであるイエスや聖母マ

リア､多くの聖人が民衆の祈りを聞き届けるカトリック信仰にみられるように､
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禅宗寺院では｢仏祖｣に代わって､護法安人の｢カミガミ｣が民衆の願いを聞

いているのである｡
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【附録: 『塗山清規』にみられる祈祷】

所持 名称 亢i9�>�､R�祈祷対象 亢hｮ�>�vR�

祝聖 冑以��C�Y?｢�｢十仏名｣ 兩(郊ﾚ��8ﾖ9.��假Yk8ｸr�

訊経 ��ﾙ;�ｨｩ��,�%hｿID���無量寿仏 偬ｨ路ﾚ��8ﾖ9.��假Yk9{b�
仏殿:大円硝化一遍､ 傚I�運ﾈ臺h�:(臙�

消災pjt三遍 阿向 冑�靄Lｨ��N)xYj��

応供 冑┬｣�C�X冷�十六羅漠 冏ｸ鮖&�=�I&育ｸ皦ﾋｹ9h��

視程 ��Y.�+噂ﾈﾗ8��,靈YN冕y���一切応伏部類 冢r�
nit 唳ty���菅得解脱 

卜方三世-一切諸仏 粕��tｨ哩�2�

諸尊書薩摩討薩 摩詞般若波羅蜜 傚I|雜xﾆ2�

-卜地 冑以�*C�i?｢�｢十仏名｣ 兩(酵9h�)7�&�9h�(自�uE��

堂楓 ��ﾙ;�ｨｩ��,�%hｿID���回向当山土地護法竜 ��ﾘ����ﾏR�

経 �7�&�;�ｩ�ﾉM�ｩi駝8ｵｹ���大合堂真宰三界薦霊 佩ﾉd���?ﾂ���Y�ﾈ�Y�;�9]8ﾎﾂ�
pit 俑�D鞋饂ｨ�8���wｨﾎﾈ帚�

消災妙吉祥神兄 凉Y��YV�Y��Xﾊ��8咄�
を猟緯o 竸ﾈ臙��iﾉ?���自�飲IZr���運ﾈ臺h�霾臙�h�:)Lｨ��FyG�j��法安人諸縁古座 

檀那 冑以�:C�y?｢�｢十仏名｣ 兩(酵gｸ菇&�=�ﾉiﾈ邊�

説経 ��ﾙ;�ｨｩ��%hｿID��ﾘ�ｲ�千)i:-一三叶一一.切諸仏 偃YY�Y��ﾋR�

仏殿:大悲囲満無職神光 傚I�椅�臺h�:(臙�凹向本寺梧那諸槽施 
消災妙~.h-祥神uJE謝 冑�靄Lｨ��FyxYj��_二i三本命元版当年腐生 

経(拝撫し) 剔揄ﾁ威光 所巽福寿無尽諸縁吉 利者 

串駄 冑以�:C�y?｢�奉駄尊大 �$d妹�Dｩ,��9(h､��ﾈ���

大猟 侘�｣ｩ�YM�)i駝8ｵｹ��8ｨ+b�厨司監帝使者 �闔ﾈ�����ﾘｴ��(��

経 傲�ﾝ�jﾘｶx���ｧH/��-一手揚火神明 ��yy��

催卜 楓締) ���ﾆ��十方.二二一世.切諸仏 諸尊菩薩摩言可薩 摩討般若波羅蜜 

三八 冑以�:C�:C#:C海�械�｢十仏名｣ 兩�{95b�

念滴 �#�B�茶ｨ自?�ﾓｩD��XﾉYx侭��.�;��

僧堂:念涌 剩�Co仏H増輝法輪常転o 伽藍土地護法安人､卜方 施.辛.増幅増慧､為如上緑 (八念諭)白大衆如米 人師人般理解､今至日本 元亨四年甲了一己得二丁∴二 ■什七十一哉(〕見目己過､ 
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命亦随減､如少水魚､斯 有何楽､衆等.-1-lj勤精進如 救頭燃､但念無常憤勿放 逸○伽藍土地謹法安人､ 十方施主士朗白土曽慧､為如 上縁 

居常 念涌 偬ｨ棯H�&鶫&�=�,ﾉ%hｿB�,ﾈ,�*(ｩ�脾��ﾙ;�ｩD�ﾂ�｢十仏名｣ ��

祖師 冑以綺?｢�祖師 兩(酵$)h��X蹣U7��I�B�

堂楓 ��8蹣;�ｩ�ﾉM�$�ﾙ>ﾉk8ｵｹ���十~万∴世一切諸仏 倡I���9�8蹣�ﾙ�)V�｢�

梶 匁､R�諸尊嘗薩摩詞薩 摩詞般若波羅蜜 倆"�

火徳 冑以繩C��?｢�南方火徳星君 仄Vﾄﾄ畠>ﾉ_ｸ憺;���陷��

楓緯 �7�&�;�*�.�*(,ﾙZy6�,�*��火那星衆 兀I����ﾘ����ﾏYk9|ｩ;��
いて火難消除を願う 偖ﾉ_ｸ蕀�"ﾘ自�飲IZr�海 所巽三門鎮静中外成 安者 

人悲風満無擬神児､消災 傚I�運ﾈ臺h�霾臙�
妙吉祥神光を説経o 冑�靄Lｨ��FyxYj��

布薩 冑└｣�X隷C3�?｢�洸zX,乘�,�+ﾘ�8ﾗ8/�+X,B�*(.�*�5��ﾘ�+x.薬� ��

囲通 冑以���?ｪHｬ�佝�ｨｪ｢�工法明王千光王城囲通教 弌�ﾏﾈ唔d�k�7��xﾏX唏���

楓経 剋蜴{無艮者(観世音菩 假ﾉ4ｸｻ8皦郢X�+x�)X�nR�
薩) 十方三世.切諸仏 諸尊菩薩摩詞薩 俾hﾋｹy�bﾘ自�飲I_(覃�*B��ｮ��ﾈ���8ﾗ9X�x�偐�

摩糾般若波羅蜜 苓ﾌ9y��

汗庵 冑�｣�?｢�担=EIJ普庵寂感､妙済真 傀ｨｴf駭Y,��9�ﾈ､��｢�

楓綬 ��YOY+袷Xﾗ8齬�/(ｭ���R�鴬､昭霊呪大徳.慧慶禅 ��ﾙ��Y;��ｨ侭k9h(饕�
師会卜打万火市金剛.無 ���9k8ｿ�鋻�ﾘｴ��(��
数天竜八部聖衆.修造方 隅.禁忌神将〇 十万三世一切諸仏 諸尊菩薩摩謝薩 摩討般岩波羅蜜 ��yy��

屠常 �,ｨ�ﾘ,ﾈｩ�ｸ雹/b�凹向真如災際無上仇果 傀ｨ�鈺ﾄﾘ�ﾊ9gｸ菇&��
粥了 剳�� �=��_ｸ邵甁靼x�(葡�

試練 剌j献讃法奄大.護法幣_ 做�ｩgｹkﾘﾋ9$2�9iD����

者.三非常霊..卜万至 聖.日本TIk1内人小神祇. 当山上地.当山龍工.諺 ���菇;偃xｷｲ闔ｨ痔������&���$fﾄ惇Ie����8�9�)X��

伽藍神.十八善神.捌賓 �>�ﾙ_ｸ邵益Y�Y��ﾋR�
七郎大権修理菩薩イー IIT.八幡.監奔使者一多 囘��ｨ��):��顥'��
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聞.迦薙.稲荷神等.令 堂真宰.今年歳分.主執 陰陽.権衡造化.南方火 徳星才卜火部聖衆〇 十万二世一切諸仏 諸尊書薩摩詞薩 摩謝般若液羅蜜 ��

=十 冑�?｢�担=ElJ真如実際.卜方三 傀ｩ$dVﾆﾉnY,��8遨;���

川中 兒y6�ｩ.�+��飲��凅Y?"�管.二.界濁霊.-切讃法 ��+H���惓y�h��b�

猟喜郎 俯Y]R�日域神祇.合ll摘巨大.十 方檀那.合堂晴衆.元辰 年星.守宮守道o 卜方三世一一一切諸仏 諸尊書薩摩言可薩 摩詞般若波羅蜜 傚H傀��ｶyy��

参後 ��ﾉ�ﾉ+宇鞅8*�ｸﾋY��R�lfjl向真如実際無上怖果 儿���[ﾈ鑛eImｩ�ﾘｵ�d��
菩提○ 凩h�ﾙ5ﾙ�ﾙV�傴俟9Yr�
枕献護法龍夫.護法聖 ������,ｨ暉f伜)nYVR�
者.三非常霊.十方至 ��9>�､��ﾈ��&��ﾘｴ��"�
聖,.日本国内大小神祇. 当山土地.龍天善神.令 壁真幸.主執陰陽.権衡 造化.善悪聡明.南方火 徳星君.火部聖衆.修造 方隅.禁忌神将.厨司監 督使者.稲荷.迦尿.多 聞陀大o 十方三世.-一切諸仏 諸尊菩薩摩謝薩 摩詞般若波擢蜜 傚I|雜yy��

設斎 �,y��ｹ�ｸ,�,x,ZH邵皦,��十方雲納聖凡之衆(山 弌�ﾏﾉ�hﾖﾈｦ�ﾉ��ﾋY_��
よって尽食が供養された 場介○ �>�,ﾉ�ﾘ6r�地囲満稗智 

亡者 �,y��ｹ��r�十方三世一一一一切諸仏 兩(酵e駝ﾈ���ｦ�ﾂ�

匝=E7J ��ﾉ.�+��ﾘﾗ8��lﾘﾋY����諸尊書薩摩謝薩 ���ﾋY_�&��

摩討般若波羅蜜 兀ｨｮ引��h��zﾉ~ﾘ鐱<b�ｵ�凅�､9,駟�ｸｭﾙ6ﾒ�}hﾌy�4餮iX�;��(ｭB�:�6�7ﾙр�

夏中 儉ｨ���8ﾆⅸｬ�佝ⅸ��ﾝ��lrl日向真如実際撫L価 ��ｨｴi;�:ｩ��﨓�)�ﾈ��宸�

祈袴 冕ﾘｶx���､R�果菩提 兀�Y�ﾙ+xﾝ���W9�萋ﾂﾘ���

回向 剌j献護法諸大.人権兵 傲ｹD��2��

辛.三界高窓.十万至 倬�$h�)nY,��9>�､���
聖.今年版分.主執隙 ��憺9�ﾏh鍠�傀ｶyy��
陽.権衡造化.#悪聡 明.南方火徳生■右.火部 倆"�
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聖衆.堂頭和尚本命元 辰.建生星斗.日本国内 大小神祇.当山土地護伽 藍神.合堂真宰.尽祈祷 会上無辺霊呪.想点妙 黄.常用回巌o 卜方三世一切諸仏 諸尊羊薩摩討薩 摩詞般若波維蜜 ��

祈棒 �9i6�H�耳耳自�xｪ｢�回向施無艮者観自在尊 偬ｨﾊ9�Y?ｩgｵｸｧh自�X����

7-港 刮､法明土丁.光王城三卜三 冤r驟ｨ�uﾘ�(蕀�yuﾙ�����

読緯 剏･.十方剃応二三界寓言. 傴��Y{Hｵ9��9��X揵Y��
一一一切神祇○ �;�ﾚ�?ｨｮ稲Ygｹkﾘﾋ9$2��

十方二三世.切諸仏 �?�?��syD�������7倩���胴Fﾂ�

請.尊酋薩摩詞薩 傀�,�繒雍i9��fﾙk9]97ｲ�

摩討般若披羅蜜 假H�ｲ�Yｨｮ飲ﾉV�露kﾒ引ｨｮ��ﾂ���減鳬w�Eb傚H偸籏Tﾂ霹8�&��

看経 ��回向二賓累祖.一切護 傀ｩ$iZy�8ｷh�y緯��ﾂ�

通回 剿@.守追善神.日本諸 ��X��NﾘﾎﾉD�YJﾙ;��2�

向 刳`.三界高窓.伽藍鉄 傲��ﾝ���;仂h�9Dﾘﾔﾂ�

守.合堂兵事増加威光○ �7咽��dﾈｺ定枹･�ﾉ_��2�
十方三世一切諸仏 諸尊書薩摩謝薩 摩言可般若波拝蜜 倆(�ｲ�

大般 ��ﾉ<ﾂ袵rﾃｩ���回向般若十六会之一切 丿Y�ﾘ����ﾏYy緯���b�

若経 結願 疏 凭三賓.梅安楽世界等之十 )j三賓.本尊界会観山在 尊.二十八部衆.井信心 凩��ﾉ;倆(�ｲ�ｷh鰄ｾ�ﾘH48*ﾘ�9Eh�kﾙ�ﾒ�

施主某甲.及子息某甲等 �+yY�H�9z9Jｩiﾈ貶�Eh��
本命元辰.p一切星宿.十 刋ｨ��lXｼg臙罠�y�8盜ｧ��

六薄神等.讃法龍夫.三 界筒霊.大神地祇.六十 余州三千余座神祇.当道 前後鎮守.仏法大統領白 山妙理権現.当同比こ規某 明神.当荘総社別杜.那 類不屈乃至守宮守道神等o 傚I|��(ﾆ2�

凶病 儼�ｴ2菷ﾂrﾒﾙoﾈ,ﾈｴi9��回向真如実際取卜備 傀ｨｴigｹkﾘﾋ9$9e蟷mｨ���

祈祷 �4ｸｵ�,ﾉHｨ髯<yt��呆菩提 �洩9V�胃ﾙ�4ﾈ*(�ｮ��

祝献護法大権修理､合 堂真率､大日本回天照太 神､当処鎮守大明神､別 社総社､六十余州三千余 塵神祇､人龍鬼等､人小 福徳○ ��ﾈ��ｴie���?�k9]9~ﾉ$R�Yｨｮ飲I|雜xﾆ8耳､R�
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十~万二什一切諸仏 諸尊苦薩摩討薩 摩謝般若波羅蜜 ��

尊宿 遷化 俘),�,ﾉ�(ｵb蔭越｢��(省略) 宙�z｢��

亡僧 兌ﾙ�ﾘ,ﾉ�(ｵb蔭越｢��(省略) 宙�z｢��

布薩 冑以��Y?ｪC3�?ｨ,俎8*H�"�G�,ﾈｵi~r�;侏8.�ﾗ8,�+ﾖ�� ��

雄洪 講式 冉ﾙ��HｫⅸﾍﾉU9xXｫ�9�/��~yG�+x.亰i~x�ｲ�Ixﾋ8.�ﾗ8+h+ﾘ�ｲ�Zy6�-ﾈ+ﾘ,ﾖﾆﾆﾉnR� ��

祝聖 ��ﾈ��?｢�右所集鴻福祝献H本開 ��9I(ｩX煇賈5h哽I{IWiJ｢�

修止 �9i7(�8ﾇ倩ｹ�ﾒ�閥大照大神大神七代 兀JI(h��)gｸﾙ�(i�X揵����

会 剪n神_力-.代人皇九十六代 蘭仄ｸ���y;�[ｨﾜ冏ｲ�

今上皇帝本命元辰当年 倬ｹ&�=�I;�&�ｨ�68��
属星七曜九曜二十八 �&以ｹ�ﾉ,ｩ�ﾘﾘvﾆﾆﾉ�H��
宿p王城鎮守諸大明神 冏ｹkﾒﾖｩe9$99iD�����｢�
九幾七道大小神祇仏法 倩ｨﾉ怨9&����
大統領白山妙坤権現当 俶ｨｬ��H�)Ehｬ�Yk��8ｮ��
道前後鎮守両社大昔薩 兌��ﾈ､9*ｩEh尢&ﾂ����d�(��

当郡当保諸祉当山-上地 佛ｸ�iLｨ��Ei�IjﾙWｩ9i7"�
-tl'1山龍-:f:_今年歳分主執 ��8�)Eijﾘﾏx驤幃�ﾘ鰮Eh�2�

陰陽権衡造化善悪聡 儿�郢X�nX麌ﾋｹEiY��ｲ�
明南方火徳火部星衆 �6r�"�

護伽藍神.十八所ll/iL車ー 傀ｨ�鈺ﾄﾖﾇTｪ$Ss�gｸ鮑ｩﾉnｲ�
一宮気多大菩薩部類脊属 傚I;�&�ｩE���&郁b�

招賓七郎人権修理菩薩部 處�,y�ﾘﾘt��H�gｹkﾒ�
類谷属多聞天迦羅天 ��ｧFﾉ$99iD騫)���ﾘ����ﾏR�
打給青而使者随逐白衣 �ｹ4吋9;��
天子旧鎮守稲荷大明神 傀ｩx8ﾅ韵Yk8蝎-h鉙��
新羅擁護八幡大苫薩 刔h�輩;�ﾉX�､8ﾙiNﾙW2��9(儿��Y;餾x畠+)4ｲ�zi7凩�ﾈﾉ(ｷ�?ｩ�ﾘｵ��d�}h�ﾙ5ﾘ幄��yR簽ﾒ�7�&靜ﾉd�����ﾂ�

泥柴 �#���Y?ｪH煇晁,ﾉ?ﾉlX/��釈迦 �ygｸ踪煇晞kI?)D�x��

会 亢ﾉD�+ZH雕��ﾅx,仍�ｸ+r��員id�ﾔYEh嬋�"�
るo 剳嚏阮@界偏驚撫竜声 

大悲児親誠 剏�V告群類悉預如来常 在之化 

鎖防 火燭 ��Ik��ⅸ憺Yｨ,ﾈ腥/�ﾞﾈ.��mｩ(iW(ﾆ�,ﾈ鵁*(,R���ﾝ�"友ﾃ�]R� �餾｢�

-45-



浴沸 滴ﾈ繪?ｪH煇晁ﾗ闔�/�Y｢�釈迦 偖x�鈺ﾄﾚ9?��鯤省ﾞb�

養するo 偖ﾉ_ｲ鞴��"ﾒﾒ��飲IZr�仰願竜光益来際而福 

人怖頂馬行首樗厳神njt誠 傚I�運ﾈ臺h�:(臙�業利鹿沙 

涌 冑�靄Lｨ��Fx沙j��伏請心華開満地rTI]'荘 厳敷法界(疏) 回向今日降誕釈迦如来 大和尚以酬法乳之恩者 (回向) 

結制 滴ﾈ��9?ｪH廩��-ﾘ,ﾈﾈｹ�r�総持不動尊首楊厳王 �$h��)nYL傴��ﾙ_9�ﾒ�

大悌J-B高子j二首樗巌神児楓 汎VﾆHﾏﾈ匯D���ﾝｹk4ﾈ幵�盛諸栂福寿快米桝満 

涌 �ｩ^ﾉ/���ﾊ8ﾎﾉd�{I�Y?�隍Y���~ﾈ�_ｹ�騷hﾚ�D鞋饂｢�皦���wｨﾊ�ﾗI�(峪;��:ｩ��楨gｹkﾘﾋ9$8ｶxｺXﾕr�6ﾉ?ｩgｸﾙ�>��X揵Y�;��9h�)7�&�9h�){H�8ﾎﾈ帚�yY��YV�Y�JｩJi�R�^ﾈ臧手掣�ﾉk���(�"�jﾙyﾙ�Xﾊ�ｴｹI(笹5h���"�lｨ諄�)�ﾙ[y5h晁精5b�晞y�.竸ｨﾘy¥y8ﾉ[ﾘﾘr�ﾆﾄｩ�H�菇;傚I���ﾘ�����ﾏR��_ｹ?��"ﾘ自�飲IZr���飲�臺h�:(臙�h�ﾋ陷)Lｨ��FyxYj��諸縁成就同側種智 

土地 釘肇�I?ｪH�8ﾗ8,ﾉk8馼/��上地神 ��χT､ｨﾘx�ﾙ�鞋��

堂念 亢hｮ�+X,H�Zykﾈ/�D���清浄法身毘庭舎那価 傀ｨｴh��ﾎﾉ;��ｸ��ﾆ峰憧ﾒ���ﾏﾈｽ馘��9d�7�&驅B�

謂 凛ｨ蕀_2�円満報身鹿遮那価 

大悲l)C 偖ﾉU8壓峪�x煇晞kI?)Zr�

当来下生弥勤尊仏 ����

十方三世一切仏 兀ｨｮ���Xｺh裨Jﾘｯfｦﾂ�
入来妙法蓮華経 凉右hﾄﾙ[�ｧ仆ｹ{(迄�)X��
大聖文殊師利菩薩 大行普賢菩薩 大悲観世音普薩 諸尊貴薩摩言可薩 摩討般若波羅蜜 十方三世一切仏 諸尊書薩摩詞薩 摩謝般若波羅蜜 倩IEi�r�

楊厳 ��68ｯｨｭI(h,ﾉk8馼/�ｴh.薬�真如実際無上価果無 傀ｩ$hﾖ9Yx侭��.阨��ﾒ�
会 ��YOY+袷Xﾗ8���9vｸﾋYN冕y���見頂相化諸如来五五 亰�ﾙ�7��Dｩd�}h�ﾙ5ﾒ�

光説諭 ��ｩ,｢ﾘ自�飲I�夷ﾉd�{B�一一-衆威安得遂安jHlIT 

神三界高窓大党大王 冢YL傴�&��ﾘｴ��(��,ﾂ�
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大帝凹王伊勢太神宮 倡ｸ益Y�Y�ﾙ+yd�､X��
八幡大菩薩当道前後気 比気多仏法人統領白山 妙理大権硯護伽藍神 ��i:��顥'��"�蕀7)Jｩ>�Iz8ｾｨ苓嬖?��7��

十八善神招賓七郎人権 冲ﾉ�8�嬋ﾙ�､X��Dｩ[ｨｧb�
修利菩薩打給背面使者 �4ﾉYy+(畑�j�隗�ｨ爾�
給仕白衣大-I-護法多聞 做�咽8ｯ8���ｨ耳�&�=ｩ+B�
大供給迦羅天合堂真 冖9>�h�)nY,��8沙O�ｿ��
辛 一一一一切聖造当山旧鎮守稲 荷大明神当山土地当 同当保総社別社六十余 州三千余座神祇今年歳 分 主執陰陽権衡造化合 lEJ清衆本命元辰本寺 檀那諸堂横越結線諸 檀本命曜宿当年属星 行街流神南万火徳鼠君 火部星衆 一一万三世一切仏 諸尊帯薩摩言可薩 摩詞般若波維蜜 回向護法衆龍夫土地 伽藍諸聖造 十方三世一切仏 諸尊菩薩摩詞薩 摩詞般若波羅蜜 �&��ﾘｴ��)�ﾙY�B�

施餓 度ﾈ��?ｨ,ﾈﾆh鹵�担=句十界聖凡之衆 兩�&菲=�y.)�xｾｨ嫦�ｮ�異�y;��ｷ�x自���
鬼 册8�(/�ｷ�*B�(結縁者経之橘) 

大乗妙法蓮華経 �>ﾉk8�_ｹ.��
兜網菩薩戒経 �>ﾈﾊﾉfﾙ_ｹd��我等輿衆生皆共成仏道 飽満法味威風正智軽 
孟蘭盆経 �>ﾉk8�_ｹ�ﾒ�

某経某光説諭 �>ﾉX�ｸ踪煇晞kI?)Zr�
7月14日 �>ﾉk9�X鯔�ﾉM���(尸^ﾈ臙���ﾏﾉ?�9亰9���Hﾚ��郢?�ｹ���云X�iﾈ爾�垂諸業皆得解脱隠顕 

施餓鬼 剽�v同園種智者 飽満法昧正智開発広 

切鬼神供 担=EIJ無尽法界一切群 頬財法飢鯉悪趣鬼神 邪党天魔僻修含生 十方三世一切仏 �7咽��i:��顥'��"�
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諸尊嘗薩摩討薩 摩言可般若波柾蜜 回向撫尽法界一切合 類財法飢誰無最鬼神 悪趣群生邪魔僻徒 十方三世一切仏 諸尊半薩摩謝薩 .密封般若波羅蜜 ��

十地 堂念 諭 度ﾈ��I?｢��ZykﾉD���担目白j合食真宰ノ ��

解制 度6ﾘ�ｳ�Y?｢�総持小動尊前携厳:I:_ 囘�､X��ﾕ�:�(顗ﾎH�"�

楊厳会満散 偬ｨﾊ8ｽ馘��5h菇,ｩ�"�
人怖JAfi.篤行百枚厳秘祭神 ����ﾈﾊ��鞋俑�D鞋饂｢�
兇楓綬 偃X�����ﾏｹgｹ5i&隍ｩ[x嫌������ｲ�9hﾙ�耳ｷｸｴ9�ﾙ�饋ﾈ臈W"ﾔ���)jﾙyﾙ�ﾈﾊ��YJｩJi�Y^ﾂ�臧手掣�ﾉk���9h�)���U�ｨ�uﾘ�)?��uﾘﾜ��餔�����9h�"ｵ�&�:�ｹ�侈ｲ�貶嬋蕀tﾂ�

達磨 牝���Y?｢�菩提達磨 傀ｨ�鈺ﾄﾘ決�d�?ｹEb�

忌 �$)h�,ﾈｯU"��h�"�

人体煩薦行百梯厳神光訊 剳嚼ｿ人願有万兵慈無 
涌 刹[曲垂授耳停獲安心 〔-〕(疏) 供養今日示寂達磨大師 以酬法乳之恩者(回 向) 

__卜地 堂念 謂 ���ﾈ�(h�ZykﾉD���｢十仏名｣ 弌�ﾏﾈﾘx�ﾙ�騷b�決鮭����i�ﾘ躋�決ﾊ��ﾉZ右i�ﾘﾔｸﾎﾉd�����ﾈ�"�

成道 ��(ﾈ繪?｢�釈迦 傀ｨ�ﾕ霪ﾘ決�d�ﾔYEh嫦�

会 倆���ﾉIx,ﾄ���XｿI+袷S�､辻韵�lﾘﾋY��ｧH雋��ﾒ�倆"�

歳末 冕ﾙd���揶ﾆ��回向寺領田畠耕死義 ��9I(蕀_8詹�ｸｹ�ｹEi�ﾂ�
看軽 兌�mI^ﾈ臧洽ﾆ��動含宝乃至檀越所領所 剃ﾉ?�懆ｷ��

大円覚経 ��hｸﾘ､��MHｷ伜)}��9�b�下至畜生残害横死之下購 
LuJ接諸衆′卜之慈心等 仗x�)(驀��YzBﾘ自����2�感蒙骨所助僧宝人悲之 
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修利済群品之妙行也 佩9lR烏b��威神力悉得感小関能大 
(鰭) 仄Xﾏﾈ�)>�ｭﾉ�h�傀ﾅ��之勝呆(鰭) 

類 傀ｨ�鈺ﾄﾘｷ鞋��v8�"�
十方三世一切仏 忠����

諸尊菩薩摩討薩 �.韶ﾙ|頽�$Xｾｩ;隗囘��
摩詞般若波擢蜜 丶X��i:��顥'��"亜��
(回向) 佰ﾂ��

龍大 ��X�ijﾙd���揶ﾆ��回向護法龍夫焚釈四 傀ｩ$h�)nY,��9�ﾙ_9L��
回向 兌�mI^ﾈ臧洽ﾆ��王大地陰陽十方真筆 傴冏ｸ鮖&�ｩ9傚H傀ｶr�

日本国内大小神祇当山 凉引ｨｮ��ﾈ��腥ｬH蕀tﾂ�
鎮守国界諸神保内社璃 合堂聖造合山諸檀 守宮守道今年歳分 主執陰陽南)i火徳望岩 火部星衆増加威光 十方三世一切仏 諸尊書薩摩討薩 摩討般若波羅蜜 �:����'��"�

(作表　人相常夫)
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Gods Stand in forthe Buddha

-Prayer for This-Worldly Benefits in Zen Temples-

Tetsuo OHMURA

A Zen Buddhist will himself become the "BuddhaM through Zen trainlng. Zen

Buddhism is a religlOn Of self-salvation.

There are many prayers for this-worldly benefits performed in Zen Temples in Japan･

It seems that these contradict the ideal of self-salvation found in Zen Buddhism.

In this paper, I will discuss the prayers system of Zen Temples･

Instead of praying directly to the Buddha, people pray to the gods (Indian, Chinese

or Japanese) that have promised to protect Buddhism.
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